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 ＪＡ愛知みなみグロリオサ出荷連合では、「なばなの里」や豊橋駅でグロリオサの認知
度を高めるためのプロモーション展示を行った。Instagramへの投稿が相次ぎ、生産者は
手応えを感じている。

　「なばなの里」では、５月に生産者が球根200球を持ち込んで栽培方法を指導し、現地ス
タッフの栽培により、７月には温室内で２メートル以上に伸びた根付きのグロリオサが
次々と開花した。花が好きな来園者であっても、初めて見たという反響が大きかった。

　また、８月17日～22日には豊橋駅の改札前にグロリオサの切り花300本を使った豪華な
ディスプレイを展示した。当産地の特徴であるバリエーション豊かなオリジナル品種をふ
んだんに使用した展示に、足を止めて見入る人がいた。

　これらの取組は、グロリオサの一般消費者への認知度を高めることを目的に生産者が企
画し、農業改良普及課が展示内容やスケジュールの調整、補助事業の活用などの支援を
行って実現した。

　

　

今月の管内農業情報  （ 田原農業改良普及課 ）

8月の農業情報

なばなの里・豊橋駅でグロリオサを“映え展示”

[2020年9月11日]

令和２年 ７月～８月

なばなの里（三重県桑名市）、　豊橋駅（豊橋市）

ＪＡ愛知みなみ　グロリオサ出荷連合 （８名）

↑ 豊橋駅の展示

← なばなの里の展示


